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令
和
８
年
２
月
８
日
（日
）～
２
月
１
３
日
（金
）ま
で
東
地
区
の
方
か
ら
募
集
し
た
絵
画
、

工
芸
、
書
道
、
写
真
、
文
芸
の
各
作
品
の
展
示
会
を
東
公
民
館
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。 

第８回ふるさとあずま作品展を開催しました 

８
回
目
を
迎
え
た
作
品
展
に
は
、
東
地
区
在
住
・
在
勤
等
の
４
６
名
（
九
歳

か
ら
百
歳
）
の
皆
さ
ん
か
ら
、
こ
れ
ま
で
で
最
多
と
な
る
１
０
７
点
の
作
品
の

出
展
が
あ
り
ま
し
た
。 

東
地
区
に
関
係
す
る
テ
ー
マ
部
門
（
伝
統
行
事
、
史
跡
、
風
景
等
）
及
び
自

由
部
門
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
作
品
が
提
出
さ
れ
、
日
本
画
、
洋
画
、
鉛
筆
画
、

写
真
、
陶
芸
、
書
道
、
絵
手
紙
、
川
柳
、
工
芸
な
ど
多
彩
な
力
作
が
出
展
さ
れ

ま
し
た
。 

 

観
覧
者
か
ら
は
、
様
々
な
趣
味
や
才
能
を
持
っ
て
楽
し
ま
れ
て
い
る
方
た
ち

が
地
域
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
実
感
し
感
動
し
た
、
昔
の
近
所
の
風
景
が
見

ら
れ
て
興
味
深
か
っ
た
、
ど
の
作
品
も
個
性
に
あ
ふ
れ
、
す
ば
ら
し
い
も
の
ば

か
り
だ
っ
た
、
出
品
し
た
皆
さ
ん
の
美
し
さ
を
追
求
す
る
努
力
に
感
銘
を
受
け

た
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
か
興
味
深
い
、
素
敵
な
作
品
が
見
ら
れ
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
、
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
東
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
） 

東
地
区
の
歴
史
と
地
名 

箱
田
（
は
こ
だ
）
（
そ
の
一
） 

 

前
橋
台
地
の
利
根
川
右
岸
に
位
置
す
る
。
滝
川
が
南
流
す
る
。
地
名
の
由
来
は
不
詳
で
す
が
、
条
里
制
の
水
田

の
条
里
で
あ
る
坪
が
箱
田
を
呈
す
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
条
理
水
田
が
村
前
遺
跡
・
五
反
田
遺
跡
で

発
見
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
広
が
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

「
近
世
」
箱
田
村 

江
戸
期
～
明
治
二
二
年
の
村
名
。
群
馬
郡
の
う
ち
。
は
じ
め
総
社
藩
領
、
の
ち
高
崎
藩
領
・

前
橋
藩
領
・
旗
本
平
井
氏
領
の
相
給
を
経
て
、
前
橋
藩
領
と
な
る
。
「
郡
村
誌
」
に
よ
れ
ば
慶
長
一
九
年
村
内
を

東
箱
田
村
・
中
箱
田
村
・
西
箱
田
村
に
分
け
、
明
治
五
年
再
び
合
併
し
て
箱
田
村
に
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
郷
帳

で
は
「
箱
田
村
」
と
し
て
見
え
、
「
松
平
藩
日
記
」
な
ど
で
は
東
箱
田
村
・
中
箱
田
村
・
西
箱
田
村
に
分
け
て
い

る
。
な
お
、
「
郡
村
誌
」
に
よ
れ
ば
、
元
禄
一
〇
年
前
箱
田
村
を
分
村
し
て
い
ま
す
。 

 

村
高
は
、
「
寛
文
郷
帳
」
で
五
九
三
石
余
う
ち
田
方
四
六
六
石
余
・
畑
方
二
六
石
余
、
「
元
禄
郷
帳
」
も
「
天 

保
郷
帳
」
五
二
四
石
余
、
「
旧
高
旧
領
」
も
同
高
。
寺
院
は
天
正
年
間
長
井
因
幡
の
創
建
と
い
う
天
台
宗
常
円
寺
、 

神
社
は
菅
原
神
社
・
飯
玉
神
社
が
あ
り
ま
す
。
後
世
、
木
曽
義
仲
の
遺
臣
等
が
、
木
曽
山
中
の
神
体
を
箱
に
入
れ 

て
、
東
道
を
通
過
し
た
時
、
人
々
が
そ
の
箱
の
中
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
箱
だ
」
、
「
た
だ
の
箱
だ
」
と
答
え
た 

と
こ
ろ
か
ら
、
「
箱
田
」
の
地
名
が
生
ま
れ
た
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

「
近
代
」
大
字
箱
田 

明
治
二
二
年
～
昭
和
二
九
年
の
東
村
の
大
字
名
。
明
治
七
年
の
戸
数
七
三
、
人
口
は
三
〇

四
、
学
校
一
・
水
車
場
一
。 

「
近
代
」
箱
田
町 

昭
和
二
九
年
～
現
在
の
前
橋
市
の
町
名
。
昭
和
四
四
年
一
部
が
大
利
根
町
一
～
二
丁
目
と
な 

る
。 

小
字
名
の
変
遷 

前
掲
出
の
「
古
市
町
の
地
名
」
中
の
「
小
字
名
の
変
遷
」
を
御
参
照
下
さ
い
。 

箱
田
村
の
字
名
（
江
戸
期
か
ら
の
地
名
）
・
県
立
文
書
館
所
蔵
・
明
治
六
年
の
地
籍
図
よ
り 

屋
鋪
（
や
し
き
） 

 

中
心
集
落
で
家
の
あ
る
地
。
明
治
九
年
の
地
租
改
正
時
に
川
東
・
川
西
に
分
割
、
改
名
し
て
消
滅
。
現
地
の
範

囲
は
、
旧
東
公
民
館
北
部
で
、
滝
川
の
東
西
両
岸
に
あ
る
中
心
的
集
落
。 

惣
社
道
（
そ
う
じ
ゃ
み
ち
） 

 

惣
社
へ
通
ず
る
道
の
周
辺
の
地
。
地
租
改
正
時
に
、
古
市
と
の
境
に
あ
る
の
で
、
古
市
境
と
改
名
し
て
消
滅
。

現
地
の
範
囲
は
、
滝
川
の
西
で
新
前
橋
駅
・
川
曲
線
の
両
側
付
近
。 

谷
津
（
や
つ
） 

 

周
辺
よ
り
低
い
地
。
地
租
改
正
時
に
、
高
木
へ
併
合
さ
れ
て
消
滅
。
現
地
は
、
わ
か
ば
第
一
団
地
付
近
。 

村
東
（
む
ら
ひ
が
し
） 

 

集
落
（
屋
鋪
）
の
東
方
に
あ
る
地
。
地
租
改
正
時
に
、
五
反
田
と
改
名
し
て
消
滅
。
現
地
の
範
囲
は
、
東
小
学 

校
東
の
道
の
東
で
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
の
北
付
近
。 

西
田
（
に
し
だ
） 

 

集
落
（
屋
鋪
）
の
西
方
に
あ
る
田
地
。
現
地
の
範
囲
は
、
わ
か
ば
団
地
南
の
江
田
町
か
ら
の
学
校
道
の
南
部
。 

薬
師
前
（
や
く
し
ま
ひ
） 

 

万
日
堂
（
薬
師
）
の
前
の
地
。
地
租
改
正
時
に
、
滝
川
の
西
部
の
屋
鋪
と
併
合
し
、
川
西
と
改
名
し
て
消
滅
。

現
地
の
範
囲
は
、
旧
東
公
民
館
付
近
。 

薬
師
後
（
や
く
し
う
し
ろ
） 

 

万
日
堂
（
薬
師
）
の
後
の
地
。
地
租
改
正
時
に
、
滝
川
の
西
部
の
屋
鋪
と
併
合
し
、
川
西
と
改
名
し
て
消
滅
。 

現
地
の
範
囲
は
、
旧
東
公
民
館
北
の
万
日
堂
の
後
付
近
。 

薬
師
西
（
や
く
し
に
し
） 

 
万
日
堂
（
薬
師
）
の
西
の
地
。
地
租
改
正
時
に
、
滝
川
の
西
部
の
屋
鋪
と
併
合
し
、
川
西
と
改
名
し
て
消
滅
。

現
地
の
範
囲
は
、
旧
東
公
民
館
北
の
万
日
堂
の
西
付
近
。 

中
袋
（
な
か
ふ
く
ろ
） 

 

後
家
村
へ
袋
状
に
入
り
込
ん
だ
地
。
地
租
改
正
時
に
、
東
中
袋
・
西
中
袋
に
分
割
、
改
名
し
て
消
滅
。
現
地
の

範
囲
は
、
東
小
学
校
東
の
道
の
東
で
、
大
利
根
町
一
丁
目
の
殿
田
堰
の
西
付
近
。
こ
の
範
囲
内
に
後
家
町
の
字
中

袋
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 
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